
 S o e d a 
P u b l i c 
  R e l a t i o n s

報広
いつまでも健康で住み続けられる、住みたくなるまち

こんなに大きく育ったよ！秋の収穫体験
くるみ保育園の園児たちがサツマイモ堀りに挑戦！
顔よりも大きなサツマイモをたくさん掘りました。
（詳細は８ページ）



広報そえだ（令和８年 11月号）　２３　広報そえだ（令和８年 11月号）

問 役場総務課男女共同参画推進係（☎82-1231）

11 月12日から25日までの２週間は、「女性に対
する暴力をなくす運動」期間です。この運動

は女性に対するあらゆる暴力について社会の意識を高
め、暴力のない社会をつくることを目指しています。
一人ひとりが正しい知識を持ち、思いやりのある行動
をとることが大切です。配偶者などへの暴力、デート

◎女性の活躍を応援します！

女 性ならではの感性や視点を活かし、町政に多
様な意見を反映させるため、「女性活躍推進バ

ンク」の登録者を募集しています。登録すると、町
の審議会などの委員候補として、まちづくりに関わ
るチャンスが広がります。専門的な知識や特別な経
験がなくても、日々の暮らしの中で感じていること
や、これまで培ってきた経験、知識などが、より暮
らしやすいまちづくりにつながります。ぜひ、あな
たの力をお貸しください。
◉対象 高校生を除く町内在住・在勤の18歳以上の
女性で、町政に関心があり、町の審議会などの委員
として活動する意欲のある人

添田町女性活躍推進バンク登録者募集中です

現在活躍中の田中美津子さん

政治倫理審査会委員として会議に参
加しています。参加するたびに公正で
開かれた町政の実現に資する重要な会
議であると感じています。
　この貴重な経験が、今後の女性活躍
の一助となればと願っています。

ＤＶ、性犯罪・性暴力、痴漢、売買春、人身取引、ス
トーカー行為、セクシュアルハラスメントなどは重大
な人権侵害で、性別を問わず決して許されません。被
害を受けた人は悪くありません。人権が尊重され、誰
もが安心して暮らせる社会を築くため、女性に対する
暴力について考えましょう。

こんな暴力、受けていませんか？

身体的暴力
大声でどなる・無視する　など

性的な行為の強要　など働くことを妨げる　など 行動を制限する　など

精神的暴力

性的暴力経済的暴力 社会的暴力

暴力を受けたことを話すのは、と
ても勇気がいることです。でも、
話すことがあなたの未来を変える
きっかけになるかもしれません。
周りの人も、どうか「気づくこと」、
「寄り添うこと」を大切にしてくだ
さい。

ひとりで悩まずに、相談を

▶ＤＶ相談ナビ　#8008（はれれば）
配偶者からのＤＶを、どこに相談す
れば良いかわからないという人はＤ
Ｖ相談ナビを利用ください。近くの
配偶者暴力相談支援センターにつな
がります。

▶性暴力被害者支援センター・ふく
　おか　☎092-409-8100
24時間365日対応。性別を問わず性
暴力の被害に遭った人が安心して相
談でき、医療面のケアを含め必要な
支援が迅速に受けれるように設置し
た相談窓口です。

▶福岡県あすばる相談ホットライン
☎092-584-1266

ＤＶや夫婦・パートナーとの関係、
家族や職場の人間関係など、さまざ
まな悩みに、女性相談員が相談に応
じます。一人で悩まず、まずは気持
ちを話してみませんか。受付は火曜
日～日曜日の９時～16時30分（８月
13日～15日と年末年始を除く）。

殴る・蹴る・物を投げる　など

◉活動分野 まちづくり、子育て、防災、福祉など
◉申込方法 役場総務課男女共同参画推進係で配布
している申込書に必要事項を記入し、提出
してください。申請書は町ホームページか
らもダウンロードできます

暴力や心ない言葉、パートナーや家族との関係など、一人で悩んでいま
せんか。つらいと感じたとき、誰かに話を聞いてほしいとき、相談でき
る窓口があります。電話やチャットなど相談方法もさまざまです。一人
で抱え込まず、あなたに合った相談先を見つけましょう。

11月は

女性に対する暴力を
　　　　　なくす運動期間

女性の悩み全般を相談したい パートナーからの暴力をＤＶ
かもしれないと感じる

性暴力や性的な行為を強要された

田川地域で、配偶者やパートナー
からの暴力について相談したい

電話で話すのが難しい、
文字で相談したい

パートナーへの暴力をやめたい、
自分の言動を変えたい

▶配偶者暴力相談支援センター　
　☎42-4850
配偶者やパートナーからの暴力や暴
言に悩んでいませんか。身体的な暴
力だけでなく、心を傷つける言動な
どについても身近な田川地域で相談
できます。一人で抱え込まず、まず
は相談してみませんか。相談受付は
平日８時30分～17時15分（祝日・年
末年始を除く）。

▶ＤＶ相談＋（プラス）の
　チャット相談　
「これってＤＶなのかな」「誰かに話
を聞いてほしい」そんな悩みやＤＶ
について、電話では話しにくいと感
じている人も、チャットで相談でき
ます。ひとりで抱え込まず、気軽に
相談してみませんか。チャットは原
則12時～22時、外国語相談には別の
受付時間があります。

▶ＤＶをやめたい方の相談窓口　　
　☎080-5797-3966
毎日9時～17時（年末年始を除く）。
怒りを抑えられない、相手を傷つけ
てしまうなど、一人で悩んでいませ
んか。暴力をやめたいと考えている
人のための相談窓口です。専門の相
談先に相談して、暴力を繰り返さな
いための一歩を踏み出してみません
か。

暴力やストーカーなどで
命の危険を感じたら

▶田川警察署　☎42-0110
　または　☎110
命の危険を感じたら迷わず通報を。

性性

危

こ

めたい、

暴

談を

ば）

ＶＶ

▶福

女 いい

か？か？

ひひ

性暴力被害者支援センター・ふくお
かでは様々な支援を行っています→

チャット相談↑

男女共同参画局のＤＶ相談ナビ
ホームページはこちらから　→

←
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド



５　広報そえだ（令和８年 11月号）

　

歳
入
は
、
小
中
学
校
の
校
舎
・
体
育
館
新
築
工
事
が

終
了
し
た
こ
と
で
、
国
庫
支
出
金
や
町
債
が
減
額
と

な
っ
た
た
め
、
前
年
度
に
比
べ
22
億
538
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は
、
前
年
度
に

比
べ
５
５
１
２
万
円
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
要

因
は
、
前
年
度
に
実
施
し
た
個
人
住
民
税
の
定
額
減
税

の
影
響
に
よ
る
も
の
で
す
。
歳
出
は
、
前
年
度
に
比
べ

21
億
９
４
９
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
減
額
の

主
な
要
因
は
、
令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
小
中
学
校
の

校
舎
・
体
育
館
新
築
工
事
や
真
木
団
地
町
有
地
な
ど
の

災
害
復
旧
工
事
な
ど
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

財
政
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
経
常
収
支
比
率
は
、

94.5
％
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
0.4
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
の
増
加
要
因
は
、
歳
入
で
は
町
税
や
普
通

交
付
税
な
ど
が
増
加
し
ま
し
た
が
、
歳
出
で
は
、
小
中

学
校
建
設
と
し
て
借
入
れ
た
過
疎
対
策
事
業
債
の
償
還

金
や
、
小
学
校
の
統
合
に
よ
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
経

費
な
ど
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
歳
出
の
経
常
的
一

般
財
源
の
伸
び
が
歳
入
を
上
回
っ
た
た
め
で
す
。

　

今
後
も
納
税
義
務
者
の
減
少
な
ど
に
よ
る
町
民
税
の

減
収
や
、
人
口
減
少
な
ど
に
よ
る
普
通
交
付
税
の
減
額

な
ど
歳
入
減
少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
歳
出
で
は
、

廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
な
ど
町
有
施
設
の
維
持
管
理
経

費
や
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業
な
ど
の
大
型
事

業
に
伴
う
公
債
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
持
続
可
能
な
財
政
運

営
を
維
持
す
る
た
め
に
、
町
税
や
住
宅
使
用
料
な
ど
の

徴
収
業
務
を
強
化
し
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、
併
せ

て
事
務
事
業
の
見
直
し
や
経
常
経
費
の
削
減
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
重
点
施
策
や
投
資
的
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

区　　分 歳　入 歳　出 差引額

国民健康保険事業 11億7,398万円 11億579万円 6,819万円

後期高齢者医療 ２億1,071万円 ２億963万円 108万円

住宅新築資金等貸付事業 1,640万円 1,627万円 13万円

バス事業 2,607万円 2,566万円 41万円

水道事業 ２億3,897万円 ２億3,316万円 581万円

合　　計 16億6,613万円 15億9,051万円 7,562万円

問 役場財政課予算係（☎82-0350）

広報そえだ（令和８年 11月号）　４

住宅

　特定の事業を行うために一般会計と
は別に設置される特別会計と水道事業
に設置されている企業会計は、皆さん
が支払う保険税や使用料で運営されて
います。本町の各特別会計、企業会計
の決算は右のとおりです。

一般会計歳入

一般会計歳出

特別会計・企業会計

健全化判断比率 添 田 町 早期健全化基準

実質赤字比率
一般会計などの赤字から財
政運営の深刻度をみる比率

－
（△7.42％） 15.00％

連結実質赤字比率
すべての会計の赤字から財
政運営の深刻度をみる比率

－
（△12.76％） 20.00％

実質公債費比率
借金の返済額等の大きさから
資金繰りの危険度をみる比率

6.1％ 25.0％

将来負担比率
町が抱える負債の残高から将
来財政への圧迫度をみる比率

－
（△63.6％） 350.0％

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は赤字額がなく、将来負担比率
は実質的な負債がないため「－」と記載しています。（　）内は参考
に黒字の比率を△（マイナス）で示しています。

資金不足比率 添田町水道事業 経営健全化基準

公営企業会計の資金不足割合か
ら経営状況の深刻度をみる比率

－
（△67.0％） 20.00％

※資金不足が生じていないため「－」と記載しています。（　）内は
参考に剰余金の比率を△（マイナス）で示しています。

経常収支比率 令和７年度 令和６年度

財政の弾力性を判断する指標で
数値が小さいほど弾力性がある 94.5％ 94.1％

　令和７年度決算に基づく財政の健全化や再生の必要
性を判断する健全化判断比率と水道事業会計の経営の
健全化を判断する資金不足比率は、いずれも早期健全
化および経営健全化基準の範囲内を保っています。

町の財政状況の公表

令
和
７
年
度　

主
な
事
業

◉
道
の
駅
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
周
辺
整
備
事
業

▼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業　

２
１
８
９
万
円

　

町
の
に
ぎ
わ
い
拠
点
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
、
英
彦
山
観
光
の
玄
関
口
、
道
の

駅
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
。
ロ
ビ
ー
に
観
光
案

内
所
の
機
能
に
加
え
、町
の
魅
力
を
発
信
・

提
供
す
る
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
専
門
カ
フ
ェ
や

花
売
り
場
の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。

◉
朝
日
ヶ
丘
団
地
建
替
事
業

▼
朝
日
ヶ
丘
団
地
建
替
事
業
（
第
４
期
）　

８
億
４
３
３
４
万
円

　

平
成
29
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
朝
日
ヶ

丘
団
地
建
替
事
業
。
令
和
７
年
度
は
木

造
住
宅
13
棟
26
戸
や
団
地
内
公
園
を
整

備
。
令
和
８
年
度
に
実
施
の
既
存
町
営

住
宅
解
体
工
事
を
も
っ
て
10
年
に
も
お

よ
ぶ
事
業
が
終
了
と
な
り
、
Ｒ
Ｃ
造
３

棟
56
戸
、
木
造
22
棟
44
戸
、
計
100
戸
の

町
営
団
地
が
完
成
し
ま
す
。

◉
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
改
定
業
務
事
業

▼
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
改
定
業
務
委
託　

２
５
１
９
万
円

　

近
年
の
物
価
高
騰
に
加
え
、
水
道
料
金
改
定

な
ど
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き
く
変

化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
令
和
３
年
12
月
に
策
定

し
た
『
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
』
を
改
定
し
ま
し
た
。

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
綿
密
な
実
績
精
査
と

社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
管
路
の
強
靭
（
耐
震
）

化
を
盛
り
込
む
と
と
も
に
、
今
後
必
要
な
施
設

更
新
な
ど
の
見
通
し
を
示
し
ま
し
た
。

歳出

ひ
こ
さ
ん
。
ロ
ビ
ー
に
観
光
案

能
に
加
え
、町
の
魅
力
を
発
信
・

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
専
門
カ
フ
ェ
や

の
整
備
を

た
。

ヶ
丘
団
地
建
替
事
業

丘
団
地
建
替
事
業
（
第
４
期
）
８

平
成
9
年
度

↑ロビーにあるビジターセンターは、
　土・日・月曜日に営業しています

↓昨年完成した木造の町営住宅

↑設置から60年以上経過し、老朽化
　が進む添田浄水場

令
和
７
年
度
決
算
の
概
要

限
ら
れ
た
財
源
で

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

自主財源（19.5％）

町税
６億

9,399万円
（7.7％）

地方交付税
35億1,811万円
（39.0％）

国庫支出金
13億5,756万円
（15.1％）

県支出金
７億2,218万円
（8.0％）

町債
12億7,490万円
（14.2％）

法人事業税交付金、
地方特例交付金 など
4,343万円（0.5％）

財産収入 など
2,469万円
（0.3％）

諸収入
２億3,999万円
（2.7％）

使用料・手数料
１億6,092万円
（1.8％）

地方消費税交付金
２億2,195万円（2.5％）

地方譲与税
１億1,085万円（1.2％）

繰越金
１億2,510万円
（1.3％）

依存財源（80.5％）

繰入金、寄附金
５億1,567万円
（5.7％）

議会費
7,460万円（0.8％）

総務費
13億6,289万円
（15.7％）

民生費
23億8,023万円
（27.4％）

農林業費
５億1,238万円
（5.9％）

土木費
14億7,047万円
（16.9％）

公債費
８億4,859万円
（9.8％）

教育費
10億7,704万円
（12.4％）

商工費
１億8,526万円（2.1％）

災害復旧費ほか
１億2,104万円（1.4％）

衛生費
４億2,715万円
（4.9％）

消防費
2億3,507万円
（2.7％）

令和７年度一般会計の決算額は、歳入90億934万円に対
し、歳出は86億9,472万円で、歳入歳出差引額は3億1,462
万円となりました。令和７年度から８年度に繰り越した事
業の財源である2,162万円を差し引くと、２億9,300万円の
黒字決算となりました。



まちからのお知らせ＆情報

広報そえだ（令和８年 11月号）　６

11.14土 11.15日
10:00→ 17:00
旧添田小学校

10:00→ 17:00
旧添田小学校

　昨年12月に旧添田小学校で開催したｅ－スポーツの
祭典”ＳＯＥＤＡ－ＬＡＮ”。開催を今月14日、15日に
控え、イベントの詳細やゲストが決定しました。今年
は子どもに大人気のマイクラで旧添田小学校を再現し

SOEDA-LAN2026　体育館イベントスケジュール

e-sports festival
SOEDA-LAN2026

e-sports  festival

イベントの詳細は
町ホームページ、
公式Ｘで確認

←町ＨＰ

←公式Ｘ

11月14日
10：00-　オープニングトークイベント
1１：00-　添田町PR大使　毛利蘭特別ライブ
13：00-　SOEDA　マイクラ鬼ごっこ
15：00-　SOEDA-LAN
　　　　　 GameFes2026　Day１
16：30-　抽選会

11月1５日
1１：00-　添田町PR大使　毛利蘭特別ライブ
12：00-　SOEDA　麻雀イベント
14：00-　SOEDA　eスポーツNo.１決定戦
15：00-　SOEDA-LAN
　　　　　 GameFes2026　Day２
16：30-　抽選会

マイクラで鬼ごっこ
チャンネル登録者数130万人の大
人気YouTuber「Masuo」さん
をゲストに旧添田小学校を再現し
たマップで行う「マイクラ鬼ごっ
こ」。参加者は当日会場で募集！

SOEDAeスポーツNo.１決定戦
大人気モバイルゲーム「ブロスタ」で
添田ＮＯ．１をつかむ戦い。３人１チー
ムで予選を勝ち抜き、観客が見守る決
勝ステージへ進め！
▷予選10：00-　（教室）
▷決勝14：00-　（体育館）

SOEDA-LAN　注目イベント！！

マージャンイベント

競技マージャンのプロ雀士「渡辺太」さんと「多喜田
翔吾」さんをゲストに簡単なマージャン講座や来場
者と東風戦を実施！
▷マージャン講座　12：00-　
▷東風戦　13：30-（教室）

ージャン講座や来場

たマップで行う「マイクラ鬼ごっこ」や、プロ雀士を招
いたマージャン講座などを開催。最新のテレビゲーム
やＡＲ体験など共催企業と一緒に盛り上げます。　 
問 役場まちづくり課情報推進係（☎82-5965）

←
申
し
込
み
は
こ
ち
ら
か
ら

6000ピースパズル

英彦山の風景を描いた6000
ピースの大型ジグソーパズル
に来場者みんなで挑戦！２日
間かけ完成を目指し、11月15
日の抽選会で披露！
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毎 年11月・12月は福岡県下一斉
徴収強化月間です。町でも未

納者への督促や財産の差押えなどの
滞納処分を厳正に進めます。
◉差押えは実際に行っています
　税金は、町の福祉、教育などの行政サービスや生活
を支える大切な財源です。納期限を過ぎても納付がな
い場合は、督促を行い、法令に基づいて財産調査や給
与・預貯金の差押えを実施します。督促状を受け取っ
たら放置せず、必ず内容を確認してください
【差押え・徴収実績】

令和７年度 令和８年度
（９月末まで）

差押件数  21件  20件
差押えの対象  給与、預金  給与、預金、生命保険
捜索件数  １件（米を差押え） ０件
徴収金額  372万円  460万円
※捜索とは、滞納処分のため、法令に基づき滞納者の
自宅などを訪問して差押えの対象となる財産を探す手
続きです。
◉納付が困難な場合は、早めに相談ください
　病気や失業など、やむを得ない事情で納付が困難な
場合は、早めに役場住民課税務・滞納対策係に相談く
ださい。現在の生活状況をお聞きし、分割納付など完
納に向けた納付計画を一緒に考えます。相談は電話で
も受け付けています。滞納になる前に相談ください
◉便利な納付方法をご利用ください
▷口座振替で納め忘れを防ぎましょう
　口座振替は、指定された預貯金口座から自動的に引
き落とされる仕組みです。なかなか役場や金融機関に
行くことができない、といった悩みを解消し納め忘れ
を防ぐ便利な方法です。希望する人は申し出ください
▷スマートフォンやインターネットの納付も可能です
　町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険
税は「ｅＬお支払サイト」などから納付書
に印字されているｅＬ -ＱＲを読み取ると
いつでもどこからでも納付が可能です
◉納期内納付にご協力ください
　納期限を過ぎると督促手数料や延滞金が発生する場
合があるほか、差押えなどの滞納処分につながります。
皆さんから納付いただく町税や使用料を有効に活用で
きるよう納期限内に納付をお願いします
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

県下一斉「徴収強化月間」実施中

滞納は放置しないでください

火の確認 いい日を支える いい習慣

火の取扱いに注意しましょう

税 を考える週間は、税の必要性や使い道など、
税に対する理解を深めるために設けられて

　　　　　　います。国税庁では、ホームページ
　　　　　　で税に関するさまざまな情報を発信
　　　　　　　しています。この機会
　　　　　　　に私たちの暮らしを支
える税について考えてみませんか。
問 田川税務署（☎44-0430）

テーマは「これからの社会に向かって」

11月11日～17日は
税を考える週間です

毎 年11月９日から15日までの１週
間は「秋の火災予防運動」の実

施期間です。実施期間中は、防火意識
を高め、火災の発生を防止するために
啓発活動を行います。これからの季節
は空気が乾燥し、火災が発生しやすく
なります。火災を防ぐために、日頃か
ら火の始末や火の元の点検などに注意しましょう。
住宅火災からいのちを守る４つの習慣
▷寝たばこは絶対にしない、させない
▷ストーブの周りに燃えやすいものを置かない
▷コンロを使うときは火のそばを離れない
▷コンセントは、ほこりを清掃し不必要なプラグ
　は抜く
林野火災注意報・林野火災警報にご注意ください
　空気が乾燥し、風が強い日が続
くと田川地区消防署から「林野火
災注意報」または「林野火災警
報」が発令される場合があり
ます。発令時は、山林など
での火入れや屋外での火遊びやたき火の禁止など、
火の使用が制限されます。特に林野火災警報に違
反した場合は、30万円以下の罰金または拘留が科
せられる場合があります。「これくらいなら大丈夫」
と油断せず、林野火災注意報や林野火災警報の発
令状況を確認し、火災予防に努めましょう。
問 役場防災管財課防災安全係（☎82-4002）

国税庁ホームページ↑

　
　

　　　
　　　　

　　　
　　　

日が続
林野火
災警

斉
未
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問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82-4000）
身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

収穫の喜びから学ぶ食の大切さ

↑畑のうねに根を張り、大きく育ったサツマイモを協力して掘る園児たち

子どもたちを魅了するワクワクがいっぱい

10月21日、町
地域子育て支援
センター主催で、
広島県を拠点に
２人で活動する
「おんぷらんと」
さんによる「こ
びとのサーカス」
が開かれました。
おんぷらんとさ
んが披露する大きなトランプを使ったマジックや大きな
マッチ棒のジャグリングなどに、参加した163人の幼児や
保護者、町内の保育園児は大きな歓声をあげていました。

みんなで考える抱え込まない介護

↑自分を大切にするセルフケアの重要性も説明した熊本さん

英彦山中腹で木にふれ、木と遊ぶ３日間

↑ボランティアには西田川高校の生徒も参加しました

届けこの声。心ひとつに響かせて

↑観客を魅了するハーモニーを披露した３年生の学年合唱「あなたへー旅立ちに寄せるメッセージー」

地域の支えを力に白球を追う少年たち

↑試合は添田フリーズが８対１で見事勝利しました

10月９日、

　９月25日、くるみ保育園・みどり保育園・
ひこほたるの園児26人が、中元寺の自然を愛
する会の皆さんと一緒に稲刈りを行いました。
大人に教わりながら、鎌を使って一株ずつ丁
寧に稲を刈る園児たち。慣れてくると作業の
スピードも上がり、楽しみながら収穫に取り
組んでいました。また、10月20日にはくるみ
保育園の園児が、落合の農地を美しくする会
の皆さんと一緒に、５月に植えたサツマイモ
を収穫しました。園児の顔よりも大きなサツ
マイモが次々と掘り出され、大豊作となりま
した。自ら収穫する喜びを通して、毎日の食
事の大切さを学ぶ貴重な体験となりました。

10月10日から
３日間、英彦山
スロープカー本
館２階で木のお
もちゃキャラバ
ンが開催されま
した。木製の大
型からくりおも
ちゃや積み木を
崩して楽しむナ
イアガラの滝などで遊ぶ子どもたちでにぎわいました。
また今年は、英彦山花園にパーゴラをボランティアの協
力を得て製作。休憩所として利用される予定です。

10月８日、田
川警察署少年補
導員添田支部・
大任支部が合同
で主催する少年
野球大会が開か
れました。開式
式では田川警察
署の田中生活安
全課長が「皆さ
んが野球できる環境に感謝し、学校、野球と精一杯頑張っ
てください」と挨拶。少年補導員が見守る肌寒い中、添田
フリーズと大任町の無限が熱い戦いを繰り広げました。

↑絵本から飛び出したようなユニークな２人組、おんぷらんと

広報そえだ（令和８年 11月号）　８

世代を超え、スポーツで深める絆

↑ボールを何打でホールポストに入れられるかを競う大人気のスポーツ、グラウンドゴルフ

10月４日、そえだサン・スポーツランドと
そえだドームで地区公民館対抗球技大会が行
われました。ソフトボールに６チーム、グラ
ウンドゴルフに21チーム、カローリングに14
チームが参加した大会は、雨が心配される気
象予報でしたが、曇り空で絶好のスポーツ日
和となり、高齢者から子どもまで、地域一丸
となって全力でプレーしていました。各競技
の成績は▷ソフトボールの部＿Ａリーグ優勝
＝津野、Ｂリーグ優勝＝豊川▷グラウンドゴ
ルフの部＿優勝＝伊原、準優勝＝町一、３位
＝庄東▷カローリングの部＿優勝＝彦四Ｂ、
準優勝＝彦四Ａ、３位＝彦六、上津野でした。

打って・投げて・笑って、パワー全開！

↑目指すは高得点。狙いを定めて、えいっ！

茶の湯で触れる、おもてなしの心

↑清水さんから茶碗を回す作法を学び実践する参加者

10月24日、国
指定重要文化財
中島家住宅で中
島家文化塾が開
かれました。今
回は表千家茶道
教授の清水十六
子さんを講師に
迎え、茶道の作
法などを教わり
ました。実際にお茶を点て、お菓子とお茶を味わった参
加者の皆さん。千利休が説いた「四規七則」の教えに触れ、
茶道のおもてなしの心を学ぶ貴重な時間となりました。

10月17日、見
立病院の熊本勝
治さんを講師に
「男女で共に支
える介護」セミ
ナーを開催しま
した。介護が原
因の離職や介護
を行う・される
両者の共倒れを
防ぐために、一人で抱え込まず周りに頼ることや公的サー
ビスを利用する大切さを「もし磯野家のフネさんが認知
症になったら」などの具体例から楽しく学びました。

↓年齢を問わず楽しめる、専用ストーンを床の上を滑らせ得点を競うカローリング

↓約１時間の稲刈り体験を終えても元気いっぱいのくるみ保育園・みどり保育園・ひこほたるの園児たち

10月23日、老
人クラブ連合会
のスポーツ大会
が行われました。
開会式で「楽し
めば結果はおの
ずと付いてきま
す」と岩本正会
長が挨拶。160
人の皆さんがグ
ラウンドゴルフと輪投げに分かれて競技を楽しみました。
結果は▷グラウンドゴルフ＿優勝＝庄一A、準優勝＝町
一、▷輪投げ＿優勝＝下落合、準優勝＝町三でした。



HAPPY
BIRTHDAY

数山 凛
りんたろう

太朗 ちゃん 
11月４日生 ❺ ・伊原

新野 なさ ちゃん 
11月10日生 ❶ ・添田西

よく食べ、よく喋り、よく歩く元
気いっぱいのなさちゃん！お兄
ちゃんと仲良く、笑顔たくさん
大きくなってね！大好き♡

5歳の誕生日おめでとう♪これか
らも元気で明るいりんちゃんでい
てね♡いっぱい食べていっぱい寝
て大きくなろうね！

★
　▷18日／年に一度のお楽しみ企画♡今年もいろい
　ろな企画が盛りだくさんです！お楽しみに♪
★
　▷10日／りんご狩りin英彦山観光りんご園　▷17　
日／親子リトミック　▷24日／運動遊び（給食）
★
　▷６日／新聞紙遊び　▷13日／テバッタ
　さんのキッズマジックショー　▷20日／
　風船・ボール遊び　▷27日／手芸くらぶ
★
　▷11日　▷25日
★ ▷12日
※詳しくは「おんぶに抱っこ通信」をご確認ください。
問 添田町地域子育て支援センター（☎85-0888）
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送信先

  koho@town.soeda.fukuoka.jp
問 役場総務課広報・秘書係（☎82-4000)

★

役

①お子さんの写真　
②お子さんの氏名　
③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　
⑥行政区　⑦メッセー
ジ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先
を送信してください。

12月生まれの締め切りは、

11月13日㈮です。

藤本 光
ひかり

織 ちゃん 
11月15日生 ❺・峰地団地

5歳お誕生日おめでとう♡自分でで
きることが増えてきて少しずつお姉
ちゃんになってきたね。ニコニコ笑
顔で周りのみんなを癒してね。みん
なヒカリが大好きだよ。 

９ 月28日から５日間、添田小学校の５年生
62人が英彦山青年の家で宿泊学習を行い

ました。今年のテーマは「協力・発見・挑戦」。
６月から子どもたちが自ら活動プログラムを考
える「探究学習」を重ね、当日は自然体験や集
団生活の中から主体的に学ぶ力を育みました。
また、学習には福岡教育大学の学生15人も参加。
大学生との交流は、子どもたちが将来の自分を
考える貴重な機会となりました。
＜主な活動プログラム＞
（１日目）オリエンテーション、星空教室
（２日目）森林教室、野外調理、ナイトハイク
（３日目）英彦山登山、大学生とのレク
（４日目）自然の宝探し、野外調理、キャンプ
　　　　 ファイヤー
（５日目）学習のまとめ、ありがとうの会
◉自分たちでやり遂げた「チャレンジデー」
　活動４日目は、教師や大学生からの指示をほ
とんど受けずに子どもたち自身の力で活動する
「チャレンジデー」でした。仲間と協力して課題
を乗り越えた経
験は、大きな達
成感となり、子
どもたちの主体
性を育むことが
できました
◉感謝と成長の涙に包まれたお別れ会
　最終日の「ありがとうの会」。お世話になった
大学生へ、半数近くの子どもたちが涙ながらに
感謝の言葉を伝えました。５日間のさまざまな
トラブルを仲間と乗り越えた経験が、子どもた
ちを大きく成長させ、その涙は自らの成長を実
感した証しでもありました
◉未来のリーダーへ、学びは続く
　長期宿泊学習を終えた５年生が、添田小学校
のリーダーとして活躍してくれることを期待し
ています。添田町教育委員会は、子どもたちの
心と体の成長につながるこの取り組みを、今後
も継続していきます
問 教育委員会学校教育課学校教育係
　 （☎82-5963）

　自分の力でやり遂げた！

添田小５年生、
　　　　英彦山でのチャレンジ

↑夜ごはんを作るために火起こしに挑戦
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二
人
居
ぬ
く
も
り
の
あ
る
も
の
を　

柳
瀬　

一
徳

大
銀
杏
古
代
の
姿
そ
の
ま
ま
に

　
　
　
　
　
　

神
社
仏
閣
を
守
り
た
ま
ふ
や　

西
村　

宗
雪

よ
う
や
く
に
陽
ざ
し
や
わ
ら
ぐ
浮
羽
路
に

　
　
　
　

梨
と
柿
を
買
い
福
祉
バ
ス
に
乗
る　

久
保
田
克
利

【
俳
句　

投
稿
】

裏
日
子
の
眠
ら
ざ
る
景
紅
葉
か
な　
　
　
　
　

伊
勢
村　

稔

高
々
と
空
に
浮
か
ぶ
や
秋
の
色　
　
　
　
　
　

寺
本　

芳
寛

扇
風
機
又
引
き
出
し
て
寒
露
か
な　
　
　
　
　

柳
瀬　

満
子

【
川
柳　

投
稿
】

繁
栄
を
新
町
長
に
期
待
す
る　
　
　
　
　
　
　

原
田
祥
二
郎

岩
石
山
毎
日
登
り
健
康
づ
く
り　
　
　
　
　
　

原
田　

順
子

◉皆さんの参加をお待ちしています

ちょっといいこと、添田でしよう。ボランティア募集！

▶とき 11月15日㈰、18日㈬、29日㈰
　　　12月２日㈬、13日㈰、16日㈬、27日㈰、30日㈬
　　　　
▶ところ 英彦山別所駐車場

添田町内では、多くの人がボランティアによる清掃活動を行っています。11月以降に行われるボランティ
ア活動に皆さんの力が必要です。たくさんの人の参加をお待ちしています。

↑参加方法など詳しくは、
　英彦山山頂美化プロジェ
　クトホームページで確認

　四季折々の美しさでたくさんの人でにぎわう英彦山。その山頂には数十年前に捨てられたままになっ
ているたくさんのゴミが眠っています。有志で組織された英彦山山頂美化プロジェクトでは山頂付近の
ゴミを土のう袋に詰める回収作業、回収したゴミを指定場所まで降ろす搬出作業、搬出したゴミを分別
する分別作業をボランティアで行っています。
　今回募集するのは「分別作業」のボランティアです！山頂から担ぎ降ろされたゴミを、みんなで一つ
ひとつ分別します。美しい英彦山を未来へつなぐため、あなたの力を貸してください。

　　　　（日曜日は15時から１時間程度、水曜日は13時から１時間程度）

問 役場福祉環境課環境保全係（☎82-1232）

　英彦山から周防灘に流れる今川の流域市町村で組織された「今川流域市町村連絡協議会」では、今川
の水がめである油木ダム周辺の清掃活動（ゴミ拾い）を行います。ボランティアの参加者を募集してい
ます。

▶とき 11月23日（月・祝）
　　　　
▶ところ 旧添田町立津野小学校
　　　　（10時から１時間30分程度、受付は９時30分から）

英彦山山頂美化プロジェクト

油木ダム湖美化ボランティア活動



る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
相
談
や
体
験
が

で
き
る
ブ
ー
ス
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

11
月
23
日
㈪
10
時
〜
15
時

30
分

▼
と
こ
ろ　

い
い
か
ね
P
a
l
e
t

t
e
（
田
川
市
）

▼
参
加
費　

無
料

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は

S
N
S
で
随
時
発
信
し
ま
す
。

問
縁
起
で
も
な
い
つ
ど
い
実
行
委
員

会
事
務
局
（
☎
44
―
０
４
６
０
）

▼
と
き

11
月
28
日
㈯

▼
と
こ
ろ　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
大

　

ホ
ー
ル
（
春
日
市
）

　

タ
ル
サ
ポ
ー
ト
診
療
所
）
②
当
事

　

者
・
家
族
の
体
験
発
表　

③
自
助

　

グ
ル
ー
プ
の
活
動
紹
介

▼
対
象
者　

依
存
症
に
関
わ
る
当
事

　

者
お
よ
び
そ
の
家
族
、
医
療
従
事

　

者
、
行
政
職
員
、
そ
の
他
興
味
の

　

あ
る
人

▼
参
加
費

500
円
／
申
込
不
要

問
筑
豊
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
実
行
委
員
会
山
方
さ
ん

　
（
☎
090
―
１
９
７
９
―
６
２
７
３
）

　

終
活
っ
て
、
ま
だ
自
分
に
は
早
い

か
も
、
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
私
も
あ
な
た
も
ボ

ケ
ま
す
か
ら
」。
認
知
症
を
き
っ
か

け
に
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
や
暮
ら
し

に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
気
軽
に
考
え

◉
第
５
回
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
任
期

　

制
自
衛
官
）

▼
試
験
日　

▽
筆
記
試
験
・
適
性
検

　

査
／
令
和
９
年
１
月
22
日
㈮
〜
24

日
㈰
の
う
ち
１
日　

▽
口
述
試
験
・

　

身
体
検
査
／
令
和
９
年
１
月
29
日

　

㈮
〜
31
日
㈰
の
う
ち
１
日　

▼
受
付
期
間

12
月
１
日
㈫
〜
令
和

　

９
年
１
月
18
日
㈪

▼
受
験
資
格　

日
本
国

　

籍
を
有
す
る
18
歳
〜

32
歳
の
人

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

　

相
続
や
会
社
設
立
、
借
金
、
悪
質

商
法
な
ど
の
問
題
、
成
年
後
見
な
ど

の
身
近
な
法
律
ト
ラ
ブ
ル
に
、
司
法

書
士
が
会
場
に
設
置
し
た
ウ
ェ
ブ
シ

ス
テ
ム
を
介
し
て
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

11
月
21
日
㈯
10
時
30
分
〜

13
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー

　

ル
（
田
川
市
）

▼
予
約
受
付
期
間

11
月
２
日
㈪
〜

　

定
員
の
６
組
に
な
り
次
第
終
了

▼
予
約
電
話
番
号

44
―
２
５
３
０

　
（
平
日
10
時
〜
16
時
）

問
福
岡
県
司
法
書
士
会
筑
豊
支
部

（
☎
45
―
３
９
９
６
）

　

終
活
に
関
す
る
お

悩
み
に
、
個
別
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き

12
月
18
日

　

㈮
９
時
15
分
〜
11

　

時
45
分

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

▼
定
員

20
人
程
度

▼
相
談
内
容　

相
続
、
不
動
産
、
遺

　

品
整
理
、
お
仏
壇
じ
ま
い
、
お
墓

　

じ
ま
い
な
ど
終
活
に
関
す
る
こ
と

▼
相
談
料　

無
料

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

問
株
式
会
社
は
せ
が
わ
田
川
店　

（
☎
44
―
０
４
７
５
）

　

聞
こ
え
な
い
・
聞
こ
え
に
く
い
乳

幼
児
（
０
歳
〜
５
歳
）
と
そ
の
保
護

者
を
対
象
に
、
乳
幼
児
教
育
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
聞

こ
え
や
言
葉
の
育
ち

に
関
し
て
不
安
を
お

持
ち
の
人
は
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

０
歳
〜
５
歳
の
聞
こ
え

　

な
い
・
聞
こ
え
に
く
い
乳
幼
児
、　

　

子
ど
も
の
聞
こ
え
や
言
葉
の
育
ち

　

に
不
安
が
あ
る
保
護
者

▼
相
談
日

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
９

　

時
〜
16
時
／
１
回
60
分
〜
90
分

▼
相
談
料

無
料
／
要
事
前
予
約

※
ま
ず
は
電
話
、
F
A
X
（
０
９
４

　

９
―
24
―
５
５
０
８
）
ま
た
は
メ

　

ー
ル
（info@

nogata-ss.fku.
ed.jp

）
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
立
直
方
特
別
支
援
学
校
聴

覚
障
が
い
教
育
部
門

　
（
☎
０
９
４
９
―
24
―
５
５
７
０
）

県
内
在
住
の
脳
卒
中
や
心
臓
病
な

ど
の
循
環
器
病
患
者
や
そ
の
家
族
を

対
象
に
、
無
料
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
相
談
内
容
に
応
じ
、
多
職

種
で
連
携
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
方
法　

電
話
、対
面
、W
E
B

▼
相
談
時
間　

平
日
９
時
〜
16
時

▼
相
談
内
容　

生
活
上
の
注
意
点
、　

　

療
養
場
所
、
後
遺
症
、
仕
事
と
治

　

療
の
両
立
な
ど

▼
対
応
者

医
師
、
看
護
師
、
薬
剤

　

師
な
ど

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

問
福
岡
県
循
環
器
病
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
092
―
836
―
５
０
０
３)

　

心
の
リ
リ
ー
フ
・

ラ
イ
ン
は
、
犯
罪
被

害
に
遭
わ
れ
た
人
の

心
の
ケ
ア
を
お
手
伝

い
す
る
相
談
窓
口
で
す
。
女
性
の
臨

床
心
理
士
が
ゆ
っ
く
り
、
丁
寧
に
お

聞
き
し
ま
す
。
匿
名
で
の
相
談
も
可

能
で
す
。
少
し
ず
つ
一
緒
に
進
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
安
心
し
て
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
電
話
番
号

092
―
632
―
７
８
３
０

▼
受
付
時
間　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　

ま
で
の
９
時
〜
17
時
45
分
（
祝
日
・

　

年
末
年
始
を
除
く
）

※
面
談
で
の
相
談
は
、
予
約
が
必
要

で
す
。

問
田
川
警
察
署
（
☎
42
―
０
１
１
０
）

　

福
岡
県
で
は
、
日
田
彦
山
線
沿
線
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くらしに役立つ情報満載Information

地
域
の
活
性
化
や
関
係
人
口
・
交
流

人
口
の
拡
大
を
図
る
A
Ｉ
Ｒ
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
宮
川
彬

良
さ
ん
と
西
本
幸
弘
さ
ん
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

11
月
23
日
㈪
14
時
〜
（
開

　

場
13
時
30
分
）

▼
と
こ
ろ

S
p
a
c
e

F
o
r

Y
o
u　

Ⅱ
―

Ⅴ
―

Ⅰ
（
カ
フ
ェ

　

ク
ロ
マ
テ
ィ
ッ
ク
）

▼
定
員　

先
着
100
人

▼
入
場
料　

無
料

問
日
田
彦
山
線
沿
線
地
域
振
興
事
業

実
行
委
員
会

（
☎
092̶

643
―
３
１
８
０
）

　

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン（
依
存
症
）

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
従

事
者
、
当
事
者
や
家
族

の
自
助
グ
ル
ー
プ
活
動

の
周
知
な
ど
を
目
的
に

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
生
き

づ
ら
さ
を
軽
減
す
る
ヒ
ン
ト
を
探
し

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き

11
月
22
日
㈰
10
時
〜
16
時

10
分
（
受
付
９
時
30
分
〜
）

▼
と
こ
ろ　
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

①
基
調
講
演
／
講
師
＝
宇

　

佐
美
貴
士
さ
ん
（
う
え
む
ら
メ
ン

13　広報そえだ（令和８年 11月号）

試
験

▼
対
象
者　

ど
な
た
で
も

▼
内
容　

▽
ス
ペ
シ
ャ

　

ル
ト
ー
ク
＝
ゲ
ス

　

ト
／
町
田
そ
の
こ

　

さ
ん
（
小
説
家
）
▽
第
25
回
福
岡

　

県
男
女
共
同
参
画
表
彰
式　

▽
高

　

校
生
×
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
ワ
ー
ク

　

シ
ョ
ッ
プ
パ
ネ
ル
展　

▽
映
画
上

　

映
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
県

　

民
企
画
事
業　

▽
女
性
農
業
者
に

　

よ
る
ふ
る
さ
と
産
直
ふ
れ
あ
い
市

　

▽
マ
ル
シ
ェ　

な
ど

▼
参
加
費　

無
料
／
事
前
申
込
不
要

※
一
部
、
予
約
が
必
要
な
有
料
の
企

画
が
あ
り
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、

あ
す
ば
る
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

第
３
回
縁
起
で
も
な
い
つ
ど
い

「
あ
す
ば
る
」

（
☎
092
―
584
―
１
２
６
１
）

15
周
年
の
感
謝
を
込
め
て
、
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
野
菜
の
詰
め

放
題
や
気
球
搭
乗
体
験
、
お
笑
い
芸

人
の
ロ
バ
ー
ト
秋
山
さ
ん
に
よ
る
ネ

タ
ラ
イ
ブ
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

11
月
14
日
㈯
、

15
日
㈰
９
時
〜
18
時

▼
と
こ
ろ　

道
の
駅
い
と
だ

問
糸
田
町
役
場
地
域
振
興
課

（
☎
26
―
４
０
２
５
）

道
の
駅
い
と
だ（
☎
26
―
２
１
１
５
）

第
13
回
筑
豊

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム

福
岡
県
立
直
方
特
別
支
援
学
校

乳
幼
児
教
育
相
談

Ａ
Ｉ
Ｒ
事
業
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

自
衛
官
採
用
試
験

相
談

中島家住宅イベント情報

第２回Amibar文化祭

　　　　　　　　編み物の楽しさを共有
　　　　　　　し活動している「ニット
　　　　　　　カフェA

アミバー

mibar」。会員が
　　　　　　　１年間、頑張って編んだ
作品を中島家住宅に展示します。入館料
は無料です。編み物愛が込められた素晴
らしい作品をぜひご覧ください。
◉とき 11月19日㈭～23日㈪10時～16時
◉ところ 国指定重要文化財中島家住宅
◉みんなで楽しく編みませんか
　期間中は「編み会」を開催します。今
編んでいるものやこれから編みたいもの
を自由に持ち寄りください。どなたでも
大歓迎です。
問 添田町活性化推進協議会廣田さん
　 （☎090-1875-3111）

※小雨決行※小雨決行

　町の特産品や伝統工芸品、地域の味を楽しむことができる出店
や姉妹町の美深町産じゃがいもなどを販売します。ステージイベ
ントも盛りだくさん。今年は宝物抽選会をじゃんけん大会に変更
します！皆さんのご来場をお待ちしています。

♦とき 11月 28日㈯９時30分～17時
　　　　　　  29日㈰９時30分～15時30分
♦ところ オークホール駐車場
問 役場商工観光振興課商工振興係（☎82-1236）

福岡県では県民・企業・
行政が一体となって花を
育て、公共施設や事業所、
自宅などを花でいっぱい
にする美しいまちづくりを推進していま
す。町でも美しい景観と住みやすいまち
づくりを目指し、「みんなでまちづくり」
の活動としてボランティアで参加いただ
ける人を募集しています。興味のある人
は、役場商工観光振興課歴史文化財係ま
で問い合わせください。
◉パートナー花壇制度をご存じですか
　自宅や会社の私有地など、道路に面し
た人目につきやすい場所に植えている花
壇や公共施設の花壇などを「パートナー
花壇」として登録すると、県が指定する
　　　　　　　　　　店舗で花苗や種、
　　　　　　　　　　肥料などが５％引
　　　　　　　　　　きで購入できる特
　　　　　　　　　　典があります。
問 役場商工観光振興課歴史文化財係
　 （☎82-1236）

あ
な
た
と
歩
む
、
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

終
活
無
料
相
談
会

ちおに

歳
の
聞

え

福
岡
県
循
環
器
病
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
無
料
相
談

犯
罪
被
害
の
相
談
窓
口

「
心
の
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン
」

イ
ベ
ン
ト

）

道
の
駅
い
と
だ
15
周
年
イ
ベ
ン
ト

花や草木で身近な生活空間に彩りを

花による美しいまちづくりに
参加しませんか

　　　

　　　　 　　 　　
　　　 　　
　　　 　　　カ
　　　 　　

令和８年度 ふる里まつり

）

詳しくは
コチラ→

福
岡
県
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
６

で
も

ャ▽
第
5
回
福
岡



保
険
の
総
称
で
、
常
勤
・
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
の
名
称
や
雇
用
形
態
に

か
か
わ
ら
ず
、
１
人
で
も
雇
っ
て
い

る
事
業
主
は
加
入
手
続
を
行
う
義
務

が
あ
り
ま
す
。

問
福
岡
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課

（
☎
092
―
434
―
９
８
３
４
）

○
熊
本
地
震
災
害
義
援
金

▼
募
金
額
（
８
月
28
日
〜
９
月
28
日
）

13
万
５
３
８
０
円

※
10
月
７
日
、
日
本
赤
十
字
社
へ
送

金
し
ま
し
た
。

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し

▽
故
野
村
彩
知
（
添

　

田
西
）
▽
故
住
田
兵
男
（
岩
瀬
）

　
　
　
（
令
和
８
年
10
月
14
日
現
在
）

▼
と
こ
ろ　

田
川
保
健
所
別
館
２
階

▼
検
査
結
果　

▽
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
梅
毒
検

　

査
／
採
血
か
ら
１
時
間
後
に
判
明

　

▽
淋
菌
・
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染

　

症
検
査
／
12
月
８
日
㈫
に
判
明

※
詳
し
く
は
田
川
保
健

所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
田
川
保
健
福
祉
事
務
所
保

健
衛
生
課
感
染
症
係

　
（
☎
42
―
９
３
７
９
）

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
11
月
を
労
働

保
険
未
手
続
事
業
一
掃
強
化
期
間
と

し
て
、
労
働
保
険
制
度
の
理
解
、
周

知
を
図
る
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
筑
豊
教
育
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
25
―
４
９
４
３
）

12
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

で
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
促
進
の
た
め
、

平
日
夜
間
に
臨
時
検
査
を
実
施
し
ま

す
。
併
せ
て
、
梅
毒
・
淋
菌
・
性
器

ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
の
検
査
も
実
施

し
ま
す
。
検
査
は
無
料
で
、
匿
名
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
予
約
も

不
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
検
査
を
受

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き

11
月
27
日
㈮
18
時
〜
19
時

　

町
で
は
、
令
和
８
年

２
月
２
日
時
点
で
添
田

町
に
住
民
票
が
あ
る
皆

さ
ん
に
町
内
で
使
用
で

き
る
「
生
活
応
援
商
品

券
」
を
３
月
か
ら
配
布
し
て
い
ま
す
。

商
品
券
の
使
用
期
限
は
、
令
和
８
年

12
月
31
日
㈭
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
る

と
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
期
限
内

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
不
在
な
ど
の
理
由
で
商
品
券
を
受

け
取
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
政
策
企
画
係

（
☎
82
―
５
９
６
５
）

　

町
と
株
式
会

社
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
が
共
同
で
、

町
内
事
業
者
や
団
体
か
ら
の
広
告
掲

載
料
に
よ
り
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に

役
立
つ
地
域
情
報
や
行
政
情
報
な
ど

を
ま
と
め
た
「
添
田
町
暮
ら
し
の
便

利
帳
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
便
利
帳

は
行
政
区
（
隣
組
）
に
加
入
し
て
い

る
世
帯
に
は
、
区
長
（
組
長
）
を
通

じ
て
配
布
し
ま
す
が
、
加
入
し
て
い

な
い
世
帯
に
は
、
役
場
窓
口
や
オ
ー

ク
ホ
ー
ル
な
ど
で
お
渡
し
し
ま
す
の

で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
役
場
総
務
課
総
務
係

（
☎
82
―
１
２
３
１
）

　

町
で
は
、
令
和
９
年
３

月
ま
で
に
要
支
援
者
（
災

害
時
な
ど
の
避
難
行
動
要

支
援
者
お
よ
び
見
守
り
支

援
が
必
要
な
人
）
の
実
態

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
現
在
、
要
支

援
者
台
帳
に
登
録
し
て
い
る
人
や
避

難
行
動
要
支
援
者
の
自
宅
に
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
調
査
員
が
訪
問

し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
新
た
に
要
支
援
者
台
帳

へ
の
登
録
を
希
望
す
る
人
は
、
役
場

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
避
難
行
動
要
支
援
者
と
は

　

①
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
で

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人　

②

　

介
護
保
険
の
要
介
護
３
以
上
の
人

　

③
身
体
障
が
い
者
手
帳
３
級
以
上

　

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人　

④
療

　

育
手
帳
Ａ
判
定
の
交
付
を
受
け
て

　

い
る
人　

⑤
精
神
障
が
い
者
保
健

　

福
祉
手
帳
１
級
の
交
付
を
受
け
て

　

い
る
人　

⑥
民
生
委
員
な
ど
が
支

　

援
の
必
要
を
認
め
た
人

問
役
場
福
祉
環
境
課
高
齢
者
支
援
係

（
☎
82
―
１
２
３
２
）

役
場
防
災
管
財
課
防
災
安
全
係

（
☎
82
―
４
０
０
２
）

　

臨
時
教
員
等
登
録
制
度
と
は
、
福

岡
県
の
公
立
学
校
で
臨
時
教
員
な
ど

が
必
要
な
時
に
備
え

て
事
前
に
登
録
す
る

制
度
で
す
。
非
常
勤

講
師
は
週
数
時
間
か

ら
勤
務
可
能
で
す
。

学
校
で
の
勤
務
に
興

味
・
意
欲
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
登
録

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
職
種　

講
師
（
常
勤
・
非
常

　

勤
）、
養
護
教
員
、
学
校
栄
養
職
員
、

　

学
校
事
務
職
員

▼
対
象
者　

▽
講
師
・
養
護
教
諭
／

　

希
望
す
る
校
種
、
教
科
の
教
員
免

　

許
状
を
有
す
る
人　

▽
学
校
栄
養

　

職
員
／
栄
養
士
免
許
証
を
有
す
る

　

人
（
い
ず
れ
も
取
得
見
込
み
可
）

※
事
務
職
員
は
資
格
不
要
で
す
。
臨

時
免
許
状
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

▼
勤
務
場
所　

田
川
市
、
田
川
郡
、　

　

飯
塚
市
、
嘉
麻
市
、
嘉
穂
郡
の
公

　

立
小
中
学
校
（
義
務
教
育
学
校
を

　

含
む
）
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相談

私の一歩を、今日も
待ってる人がいる

10時～12時30分
13時30分～16時
10時～12時30分
13時30分～16時　　　♥とき 12月３日㈭

　　　♥ところ 添田町役場
　　　♥対象者 体重が50キロ以上の人で、
　　　　男性 17歳～69歳、女性 18歳～69歳
　　　※65歳以上の人は、60歳～64歳に献血の
　　　　経験がある人。
　　　問 役場健康子育て応援課
　　　　 健康・子ども保健係（☎31-5001）

♥

納期限のお知らせ
●11月30日㈪が納期限です
　▷固定資産税（４期）
　▷国民健康保険税（５期）
　▷後期高齢者医療保険料（５期）
※口座振替は11月25日㈬です
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

警察署からのお知らせ

問 田川警察署（☎42-0110）

８月の事故発生状況 （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 ８（ー８） 103
　人身事故 ０（ー１） ９
　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 ０（ー１） 12

●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
11月10日㈫、11月17日㈫、12月１日㈫

●補聴器相談（役場ロビー）
11月13日㈮（15時～）、11月16日㈪（13時～）

●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
11月10日㈫、12月８日㈫

※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
11月10日㈫（10時～）、11月26日㈭（14時～）

問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）

●人　口 7,870 人（ー35人）
●男　性 3,729 人（ー16人）
●女　性 4,141 人（ー19人）
●世帯数 4,249世帯（ー12世帯）

●出生　０ 人
●死亡 18 人
●転入　４ 人
●転出 21 人

人の動き ９月末日現在（　）は前月比

臨
時
教
員
等
登
録
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

平
日
夜
間
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
梅
毒

臨
時
検
査
を
実
施
し
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

「
添
田
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」を

配
布
し
ま
す

【
10
月
13
日
㈫
開
催　

総
会
審
議
結
果
】

▼
農
地
法
第
３
条
に
か
か
る
所
有
権
の
移
転

　

・
・
・
１
件
／
面
積
３
６
６
５
㎡
を
許
可

▼
農
地
法
第
４
条
に
か
か
る
農
地
の
転
用

　

・
・
・
１
件
／
面
積
４
９
９
．４
㎡
を
承
認

▼
農
地
法
第
５
条
に
か
か
る
所
有
権
の
移
転
・
農
地
の
転
用

　

・
・
・
１
件
／
面
積
２
７
９
６
㎡
を
承
認

▼
12
月
総
会
で
の
農
地
申
請
の
締
切
日

11
月
25
日
㈬

問
添
田
町
農
業
委
員
会
（
☎
82
―
１
２
３
７
）

農業委員会報告

㈬

一
人
で
も
雇
っ
た
ら
労
働

保
険
の
手
続
き
が
必
要
で
す

　大腸がんは、早期には自覚症状がほとん
どありません。自宅で手軽に検査できる
郵送検診をこの機会にぜひ利用ください。
▶対象者　令和８年度の町の大腸がん検
　診を受診していない、令和９年３月31
　日時点で40～69歳の人
▶料金　500円（生活保護受給者・非課税世帯は無料）
▶申込期間 11月２日㈪～令和９年１月29日㈮
▶実施期間 12月１日㈫～令和９年２月26日㈮
▶申込方法　電話・FAX・インターネットで、くる
　め病院へ申し込みください。無料対象者は役場健
　康子育て応援課の窓口で申し込みください
▷電話：0942-43-5199（平日９時～17時）
▷FAX：0942-43-6959（氏名・住所・性別・

　　生年月日・電話番号を記載）
▷インターネット：QRコードを読み取
　　り、必要事項を入力して申し込み
▶検査の流れ　①自宅に届く検査キットで採便し、　
　問診票と一緒にご返送ください　②検査キットに
　同封の振込用紙を使い郵便局で料金を支払いくだ
　さい　③約３週間後に結果が届きます。精密検査
　が必要な場合は必ず医療機関を受診してください。
問 役場健康子育て応援課健康・子ども保健係
　 （☎31-5001）

大腸がん郵送検診が始まります

自宅で検査が可能です

総会の議事録は、
町HPで公開中 →

　昨年の10月１日を基準日に実
施した「令和７年国勢調査」の
集計結果が総務省から公表され
ましたのでお知らせします。
◉日本の総人口
　１億2,297万2,528人
◉福岡県の人口
　507万7,785人
◉添田町の人口
　7,617人【8,801人】
　（男3,587人、女4,030人）
　3,466世帯 【3,724世帯】
※【 】は令和２年国勢調査。
問 役場まちづくり課
　 （☎82-5965）

前回より1,184人の減少

令和７年
国勢調査集計結果

生
活
応
援
商
品
券
の

受
け
取
り
は
お
済
み
で
す
か

そえだジョイ休館日
●館内清掃・設備点検のため休館します
　▷11月９日㈪・10日㈫
問 そえだジョイ（☎82-2600）

要
支
援
者
の

実
態
調
査
を
行
い
ま
す

個人事業主の皆さんへ
●11月30日㈪は個人事業税第2期の納付期限です
個人事業税は、魅力あふれる観光産業の振興や
災害時の応急活動に備えた輸送道路の整備、流域
治水の推進による防災・減災などの施策のための
貴重な財源です。忘れずに納めましょう。
問 飯塚・直方県税事務所事業税係
　 （☎0948-21-4903）

　
　　　
　　　
　　　
　
　 　
　

ん

。



令
和
８
年
11
月
号

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
https://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字を採用しています。

◉火災に関する情報は☎ 42-0119で確認ください。

新
コ
ー
ナ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
！

　

私
の
好
き
な
言
葉
が
コ
ー
ナ
ー
名
に
な

り
ま
し
た
。
日
々
の
活
動
の
中
で
、
感
じ

た
こ
と
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

10
月
に
岡
山
県
美
咲
町
へ
視
察
に
行
き

ま
し
た
。
公
共
施
設
を
身
の
丈
に
合
わ
せ

て
減
ら
し
て
い
る
町
で
す
。
実
際
に
行
く

と
、
減
ら
す
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
づ
く

り
も
同
時
に
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
こ
と
を
「
自
ら
考
え
、
決
定
、

実
行
」
す
る
組
織
に
移
行
す
る
た
め
に
、

81
の
自
治
会
を
13
の
地
域
運
営
組
織
に
再

編
。
そ
れ
を
行
政
が
伴
走
し
な
が
ら
サ
ポ

ー
ト
す
る
、そ
ん
な
町
で
し
た
。
ま
さ
に
、

み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
で
す
。

　

地
域
の
声
が
「
行
政
は
、
や
っ
て
く
れ

な
い
」
か
ら
「
行
政
は
、
や
ら
し
て
く
れ

な
い
」
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
、
と
い
う

言
葉
は
印
象
的
で
し
た
。

　

住
民
自
治
を
信
じ
、
任
せ
な
が
ら
伴
走

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

◇
印
刷
／
マ
ツ
オ
印
刷
株
式
会
社

Q
R
コ
ー
ド
は
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す

　町中を散策してスタンプを集めながら添田町の魅力を再発見しませんか？抽選で80人以上の皆さんに町の特産

品など素敵な賞品が当たります。スタンプを集めた数に応じて、当選確率が上がります。ぜひご参加ください。

参加方法

スタンプラリー18スポット

①中島家住宅　②添田町めんべい工場　③添田公園　

④岩石城　⑤JR添田駅　⑥道の駅歓遊舎ひこさん　

⑦フォレストアドベンチャー・添田　⑧上中元寺薬師堂

⑨諏訪神社　⑩BRT彦山駅　⑪花見ヶ岩公園

⑫英彦山スロープカー（花駅）　⑬財蔵坊　⑭銅鳥居　

⑮英彦山神宮　⑯高住神社　⑰旧数山家住宅　⑱油木ダム

問い合わせ

役場商工観光振興課観光振興係

TEL：82-1236

※スタンプラリーの

　詳細はこちら  →

パネルに
書いてあるクイズを
解いて、回答を入力

❷ スマホを片手に
好きな順番で
スポットを巡ろう

❹

スポットで
QRコードを読み取り、
アンケートに回答

❶ スタンプが
１つ押される

❸ ５・10・15・18個
集めるごとに、
抽選に応募！

❺

を
力

開催期間

応募締切：12月27日 まで応募募 切切切 月月月 7応募応募募締切締切締切 12月月月27日日 でまでま

ム

↑美咲町の青野高陽町長と。エネ
　ルギッシュな方でした


	広報そえだ令和8年11月号表裏_Part1.pdf
	広報そえだ令和8年11月号2-15ページ.pdf
	広報そえだ令和8年11月号表裏_Part2.pdf

